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１．訓練の目的 

本訓練は、「濃縮･埋設事業所 埋設事業部 原子力事業者防災業務計画 第 2章第 5節 2」に基づき、原

子力災害に対する緊急時対応能力の習熟・向上を図ることを目的とする。 

また、本訓練は、「全社対策本部 原子力防災訓練中期計画」に基づき、「応用力の習得」をねらいとし、

ＥＲＣとの情報共有および事業部への支援・協力について、課題を抽出するとともに、2019年度総合訓練お

よび2020年度総合訓練の課題改善・検証等を行い、さらなる原子力災害に対する緊急時対応能力の向上を図

る。 

（１）「即応センターとＥＲＣとの情報共有、通報・連絡」 

達成目標：即応センターは、事業部対策本部からの情報を整理し、ＥＲＣプラント班との情報共

有、通報・連絡ができること 

検証項目：①事業部対策本部からの事故・プラントの状況、進展予測、事故収束対応戦略などの

情報について、情報共有データベース、音声共有システムなどの情報共有ツールを

用いて入手できること 

②事業部対策本部から入手した情報を整理し、ＥＲＣプラント班へ情報提供できるこ

と 

③ＥＲＣプラント班への説明にあたっては、系統図やＣＯＰ、ＥＲＣ備付け資料等を

活用していること 

④10 条確認および 15 条認定会議において、ＥＡＬ判断根拠、発生事象･進展予測･事

故収束対応の説明を適切にできること 

（２）「訓練時の課題に対する対応」 

達成目標：2019 年度総合訓練および 2020 年度総合訓練において抽出した改善事項に対する改善

策が有効に機能し、改善が図られること 

     （2020 年度総合訓練において抽出した改善事項については、単独施設発災で検証可能

なものに限る。） 

検証項目：抽出した改善事項に対する改善策が有効に機能していること 

 

２．実施日時および対象施設 

（１）実施日時 

２０２１年２月４日（木） １３：３０～１５：３０（反省会を含む） 

（２）対象施設 

廃棄物埋設施設 
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３．実施体制、評価体制および訓練対象者 

（１）実施体制 

（２）評価体制 

全社対策本部室等に評価者を配置し、評価者による評価および訓練終了後に訓練参加者による訓練

反省会等を通じて、改善事項の抽出を行う。 

（３）訓練対象者 

  全社対策本部要員 

 

４．防災訓練の項目 

（１）その他必要と認める訓練 

ａ．全社対策本部運営訓練 

ｂ．即応センター運営（ＥＲＣ対応）訓練 

 

５．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

（１）訓練形式 

訓練シナリオを事前に通知しない「シナリオ非提示型」により実施する。 

（２）事象想定 

原災法第 15 条事象に至る原子力災害を想定する。 

シナリオフローを添付資料に示す。 

 

６．新型コロナウイルス感染症対策 

新型コロナウイルス感染症対策のため、以下の対応を実施する。 

・訓練参加者(現場対応者含む)は、「検温の実施」および「マスク（または、マウスシールド）の着用」

とする。 

・全社対策本部室内で活動する要員は可能な限り人数を制限するものとし、他要員は自席もしくは会

議室等で対応する。 

 

 

支援 

オフサイトセンター 
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・全社対策本部室内は、換気を実施するとともに、座席には可能な範囲でアクリル板（または、ビニ

ールシート）を設置する。 

なお、上記の対策の他、人が密となる状況が生じる場所においては、「フェイスシールド」を着用する。  

 

７．添付資料 

全社対策本部 防災訓練 シナリオフロー 

 

 

以 上 

 



全社対策本部　防災訓練（埋設事業部　第２部）シナリオフロー図 添付資料

埋設事業部 全社対策本部 ＥＲＣ対応ブース
オフサイトセンター

（模擬）
後方支援拠点

（模擬）
再処理事業部

（模擬）
濃縮事業部

（模擬）

13:30 13:30

13:34 13:34

13:35 13:35

13:40 13:40

13:50 13:50

13:57 13:57

14:00 14:00

14:05 14:05

14:10 14:10

14:15 14:15

14:20 14:20

【事象】
　・地震を起因とし、埋設施設にて仮置きスキッドから廃棄体８体が床に落下し、内容物が漏えい。
　・廃棄体搬送装置上の廃棄体２体が落下し、内容物が漏えい。
　・排気用モニタ警報発報
　・現場に負傷者１名
【前提条件】
　・現場実動なし
　・現場の状況については、各対策班から情報付与をする
【情報付与】
　・天候：雪、気温：1℃、湿度：55％、風向き：西、風速：4ｍ、警報:・注意報：なし
　・13：30　地震　発生　六ケ所村　震度　６強
　・大津波警報　発報　→　到着予想時刻　むつ小川原燃港　13：50頃

〇機器立上げ

〇全社対策本部と

連携

〇問い合わせ対

応

廃棄体落下、負傷者（協力会社）発生

六ヶ所村で震度６強を確認、大津波警報発表

排気用モニタ濾紙

ＳＥ/GE０2 判断

モニタリングポストＭＰ-２

５µＳｖ/ｈ観測

SＥ０１ 判断

モニタリングポストＭＰ-２

５µＳｖ/ｈ、10分継続

GＥ０１ 判断

ＡＬ該当事象判断／警戒態勢発令 ＡＬ該当事象判断／警戒態勢発令

ＡＬ通報連絡

ＥＲＣ対応要員、事業部連絡員（Ｈ１対応者）

即応センター(Ｈ１)へ出発

対策本部設置／安否確認・周辺状況の確認開始

ＡＬ通報連絡

ＥＲＣ対応要員、事業部連絡員（Ｈ１対応者） 到着

ＡＬ通報連絡

対策本部設置／周辺状況の確認開始

ＳE０２/GＥ０２通報連絡

ＳE０１通報連絡

ＧE０１通報連絡

ＳE０２/GＥ０２通報連絡 ＳE０２/GＥ０２通報連絡

ＳE０１通報連絡 ＳE０１通報連絡

ＧE０１通報連絡 ＧE０１通報連絡

地震発生

ＥＲＣ対応要員、事業部連絡員（Ｈ１対応者）

即応センター(Ｈ１)へ派遣要請

ＯＦＣ要員派遣

〇機器立上げ

〇全社対策本部

と

連携

〇問い合わせ対

応

ＯＦＣ要員派遣

支援拠点要員派遣

プレス文確認

プレス発表

負傷者情報（搬送開始）

全社 事務局は東京班、青森班へ連絡

第２次緊急時態勢発令

第２次緊急時態勢発令 第２次緊急時態勢発令

第25条通報連絡

第25条通報連絡第25条通報連絡

先遣隊派遣

先遣隊

到着

シナリオ非提示のため非公開



全社対策本部　防災訓練（埋設事業部　第２部）シナリオフロー図 添付資料

埋設事業部 全社対策本部 ＥＲＣ対応ブース
オフサイトセンター

（模擬）
後方支援拠点

（模擬）
再処理事業部

（模擬）
濃縮事業部

（模擬）

14:30 14:30

14:40 14:40

14:45 14:45

14:50 14:50

15:00 15:00

応急対策完了

振り返り／反省会

訓 練 終 了

記者会見

負傷者情報（診断完了）

第25条通報連絡

第25条通報連絡第25条通報連絡

訓 練 終 了

シナリオ非提示のため非公開






